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エネルギーセキュリティーの向上及び 地球温暖化の防止の観点から、政府が 
主導して取り組むべき課題の一つとして位置付けられている。

バイオマス発電の動向 

木質バイオマス活用における課題と対応 

第6次エネルギー基本計画における2030年度の電源構成（エネルギーミックス）
のうち、「再エネ」は36～38%の見通し、「バイオマス」は5％程度を担う 

日本の木材は主に建材として利用され、燃料用途の木材が副次的な位置づけであるため、 
（１）建材需要動向に左右され供給量の見通しが立たない 
（２）針葉樹建材向けに形成された生産・輸送システムが燃料向けには過剰で非効率 
（３）燃料としての品質を統一的に評価する仕組みが存在しない 

課題①

木質バイオマス活用における課題と対応 

（１）広葉樹は、資源量は豊富だが活用が進んでいないのが現状 
（２）早生樹等は、成長が早く萌芽特性を持つため育林作業が低減可能だが、活用手法が未確立 

【対応策】 
課題② ・当初から燃料用途の森を目指し、計画的に広葉樹・早生樹等を育成(燃料ポテンシャルの開拓) 

・燃料用途に最適なサプライチェーンの構築 (運搬・加工システムを燃料材向けに最適化) 
・品質規格の策定（国内の樹種や利用形態に適した品質規格を策定）
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